
困難な中でも続けたいユネスコ活動 
 水戸ユネスコ協会  会長 林 和男 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 連絡用 LINE について 

これまで通り E メールを主としつつ，簡単な情報交換は LINE グループ

を利用します。後者には，日常的な談話等に用いる「水戸ユネスコ協会」

と，定例会や諸イベントの周知等のための「水戸ユネスコ協会【連絡用】」

があります。イベントの日時等を確認する際に「【連絡用】」をご覧くださ

い。そのため恐縮ですがこちらには「分かりました」「よろしくお願いし

ます」といった挨拶はご遠慮くださいませ。これらを使用しない会員には

定例会案内ハガキをお送りしています。予定が直前に変わることがあるの

で，参加頂ける場合は事務局にお電話を下さるよう記載しています。事務

局の至らない点につきましては，会員間の相互の連絡をよろしくお願いい

たします。                       工藤 駿 

ユネスコ憲章 

◎心の中に平和の守りを固めよう 

◎全ての人間の尊厳を重んじよう 

◎教育・科学・文化の発展に努めよう 

◎民族間の疑惑と不信をのぞこう 

◎世界を友愛と信頼のきずなで結ぼう 

 

（国際連合 UNESCO憲章前文より抜粋） 

新型コロナウイルス感染症の蔓延により、一昨年に続き、本年度の定期総会も書面による議決になってしまいま

した。これまで、感染の拡大に伴い、複数回、緊急事態宣言の発出・まん延防止重点措置の適用対象地域になり、

私たちの生活や仕事、行事の全てにわたって大きな影響を及ぼしています。 

しかし、このような困難な状況の中でも私たち水戸ユネスコ協会は、ZOOM を活用したリモート会議を開き、陽

性者数が落ち着いた時期には、感染しないように最大限の対策を取りながら対面による活動を進めてまいりました。 

リモートでは、会員の舘山さんを講師に、「水と環境・SDGs」等をテーマに 2 回の研修会を開きました。さらに、昨

年の 10 月 3 日に、「聖心女子大学グローバル共生研究所グローバル共生ワークショップ」に水戸ユネスコ協会としてオ

ンラインで参加し、国際理解について視野を広げる機会となりました。 

また、昨年中止した「絵で伝えよう！わたしの町のたからもの」水戸地区絵画展は、市内の小中学校の協力のもと、常

陽銀行本店ロビーにて無事展覧会を開くことができました。さらに、昨年度に続き SDGs をテーマとした「梅染めプロ

ジェクト」も歩みを止めることなく、水戸市国際交流センターにおいて梅染め展示、同センター主催の「外国人を対象と

した梅染めワークショップ」や、水戸市観光コンベンションの依頼による「文化体験モニターツアーの梅染め体験」の講

師をそれぞれ会員が務め、参加者の皆様より好評をいただいております。 

昨年の 2 月に開催した、茨城新聞社みと・まち情報館での梅染めの展示会は、本年も 2 月末から同所で開催の予定で、

十分な感染対策をとりながら実現したいものです。 

コロナ禍の収束が見えない困難な状況が続いております。私達は医療関係者をはじめとする全てのエッセンシャルワー

カーの皆様の尊い努力を常に念頭に、民間ボランティアとして他者のためにこれからも活動してまいりたいと思います。 
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｢梅染め｣について 

｢梅染め｣は水戸ユネスコ協会活動の一環として、2019 年 10 月に始めています。偕

楽園剪定の紅梅枝を煮て染色液を作ります。染めた布等を身近な小物に作り、活用す

る試みです。 

 2019 年は梅染めについて学び、実際に染めを体験。2020 年は型染めや絞り染めを

しました。2021 年 2 月に今迄の過程を｢茨城新聞社みと・まち情報館｣で発表し、作

品を展示しました。来場者には感想をいただきました。梅染めした生糸で組紐飾りを

作り、梅娘に贈る提案もありました。 

6 月に水戸二高生・教職員対象の梅染め研修会、7 月に智学館中等教育学校での梅

染め講座。11～12 月は染色の工夫等の中間活動報告を市国際交流センターロビーに

展示。2022 年 1 月は外国人対象の梅染めワークショップ、水戸観光コンベンション

モニターツアー梅染め体験。各々の催しは会員がゲスト講師を務め、梅染めの手順を

参加者に判り易く伝えました。作品展示と発表は今年も昨年同様、｢茨城新聞社みと・

まち情報館｣で行う予定です。                  志田 美智子 

「絵で伝えよう！わたしの町のたからもの」水戸地区絵画展 

昨年度はコロナ禍のため、やむなく中止した絵画展でしたが、本年度は水戸市内の小中学校のご理解・ご協力をいただき、

当初の予定通り、12 月 21 日から 28 日にかけて、常陽銀行本店ロビーにおいて開催することができました。昨年の 4 月以

来、各学校はリモートによる授業が中心になり、図工・美術の時間がほとんど持てなかったそうです。このような事情も

あり、児童・生徒の皆さんの応募点数は、例年の 3 分の 1 に減りましたが、市内にある文化財や、風景・自然環境のすばら

しさを改めて見つめ直し、それらを未来に引き継ぐという趣旨に合った作品が多かったようです。    

今回は、応募作品に作者からの一言を添えていただき、同時に、本協会からの講評を併せてカードにして、作品の横に掲

示しました。作品と作者の思いを同時に見ていただける、この展示形式は来場された方からも好評でした。 

最後に、コロナ禍の中で作品の審査・作品受領のための学校訪問にあたっていただきました会員の皆様のご協力に深く感

謝いたします。                                           林 和男 

ユネスコスクール智学館中等教育学校の活動 

今年度もユネスコスクールとして毎週の探究学習の時間に中学 2・3 年生と

活動してきました。今年度は去年度に引き続き、偕楽園の梅の枝を使った草

木染めに取り組みました。 

7 月には林氏・志田氏に梅染めの講師として来校していただくことができま

した。生徒たちは大鍋で一から梅染めをするのは初めてということもあり、

真剣に楽しく体験をしていました。また、偕楽園の魅力を伝えられるように

なるために、林氏に頂いた資料をもとに偕楽園の歴史を学習したり、現地で

の散策を通して、理解を深めたりしていきました。 

現在は、水戸ユネスコ協会の主催する「みと・まち・情報館」での展示に

向けてコロナ禍でもできる体験をコンセプトに、自宅でできる梅染め体験キ

ットの製作に励んでいます。その中ではハンカチ等の布製品だけでなく、和

紙を用いたものの製作についても試行錯誤を重ねています。  五十嵐 蓮 



  環境学習会について 

水戸ユネスコ協会では、毎年 1 回、環境学習会を開催することにしていますが、令和 2 年度はコロナ禍で何度も延期とな

り、結局、一度も開催できませんでした。このため、令和 3 年度は開催方法を工夫し、定例会（主にオンライン）で 3 回、

聖心女子大学のオンラインワークショップを 1 回の、計 4 回開催することができました。 

 本年度は、ユネスコから ESD for 2030 に関するベルリン宣言が発表されたり、気候変動に関する政府間パネル（IPCC）

から第 6 次評価報告書が公表されたり、国連気候変動枠組条約第 26 回締約国会議（COP26）がイギリスで開催されるなど、

環境問題については話題の多い一年でした。 

 環境学習会では、そのような時事的な話題にも触れつつ、SDGs の基本的なこと、気象変動対策をなぜ急がなければいけ

ないか、日本人は余り意識していない水問題について等、身近な生活に潜んでいる多くの課題について、一人一人が問題意

識を持てるように勉強してきました。また、ワークショップでは水没が危惧されているキリバスについて意見交換をしまし

た。 

 最近、ニュース等でも報道されていますが、日本の環境政策に対する国際的批判が高まっていると言われています。日本

と海外での意識や考え方の違いの原因についても理解が必要です。日本で使用されている統計と国際統計の集計方法が違う

場合があること、気象変動に対する深刻さについて国ごとに温度差があること等が原因の一つであると考えられます。それ

らの違いを理解するには、ニュースや政府の発表だけではなく、多様な情報を収集しつつ、一人一人が自分の将来の問題と

して考えていくという姿勢が大切なのだと思います。 

 今年度は会員限定での開催でしたが、今後は一般の方にもご参加して頂ける機会を作りたいと思いますので、よろしくお

願いいたします。                                         舘山 佳央 

 

 

 

 

2020年現在で気温上昇は 1.2度。 

最終的に 1.5度以内に抑えることは

できるのでしょうか？ 

（出典：IPCC第 6次報告書） 

 

EUでのリサイクル率の計算方法では、

日本は先進国で最下位レベルに。 

（出典：国立環境研究所 資源循環・

廃棄物研究センター HP） 



     

 

10th こみっとフェスティバルに参加して 

「10th こみっとフェスティバル」が 2 月 19 日(土)、20

日(日)にイオンモール水戸内原で開催されました。活動発

表コーナーでは大型スクリーンによるビデオ発表が行わ

れ、協会からは SDGs と環境教育につながる「竹の楽器

作り」、「偕楽園の梅の木による梅染め」を中心に活動を

紹介しました。このビデオは、1 月 16 日に水戸市役所で、 

SDGs シンポジウムでの発表  

2021 年 11 月 2 日、茨城県民文化センターで「地域の未来に SDGs をどう活か

せるかー大学の役割と実践の知恵」と題したシンポジウムが開催されました。     

茨城大学と常磐大学が共催したもので、両大学の SDGs 実践や研究成果を地域の

人たちと共有し、SDGs の取り組みの輪を広げていくことを目的としています。

まず、京都精華大学のウスビ・サコ学長が基調講演を行い、両大学から 4 人の教

員が登壇しました。私は登壇者の一人として、常磐大学フィリピン海外研修の

SDGs 実践について報告しています。紹介した学生プロジェクトの 1 つは、水戸

ユネスコ協会主催の「わたしの町のたからもの絵画展」と連携したものです。 常

磐大学生が、受賞者の子どもたちにインタビューをして、その絵に込められた想

いや願いも一緒に、フィリピンの子どもたちに届けてきました。この講演は常磐

大学のHPでご視聴いただけますので、お時間がありましたらぜひ御覧ください。                               

                             小関 一也 

 

※動画サイト https://www.tokiwa.ac.jp/info/211110/ 

 

関東ブロックユネスコ活動研究会 in 栃木 

「2021 年度関東ブロックユネスコ活動研究会 in 栃木」が

10 月 2 日足利市に於いて-多文化共生と SDGs の推進-をテー

マにオンラインで開催され参加者は 300 名を超えました。 

オープニングイベントでは子どもたちによる舞楽、足利歌

舞伎が披露され、基調講演は双日総合研究所相談役、北大新

渡戸稲造カレッジフェローの多田幸雄氏による「すべての人

に平和を」と題し世界の経済、働き方の大きな変化や SDGs

について、富士市への移住者としての視点も含め示唆に富む

ご講演を頂きました。 

分科会では北茨城ユ協が地域に密着した活動と他団体との

交流、今後の民間ユネスコ運動の役割と広がりについて発表

がありました。              宇佐見 恵子 

林会長、志田さん、

小泉さん、高木の 

4 人で収録したもの

です。 

高木 昌宏 

会員の活動紹介 皆川末子さんの布絵展 

「しもだて美術館」で「皆川末子布絵世界展」が 10 月 9 日～12 月 19 日まで開

催されました。会場に着くと、なんと 6 人のユネスコの仲間にであったのです。ほ

かにも、会員の方がいらっしゃったことは聞きましたが、6 人の偶然にはびっくり

しました。会場には代表作「明日からの空想」をはじめ、シリーズ 子ども・昆虫・

セピア・ホームステイ・その他。中でも 6 メートルもの作品には圧倒されます。40

年という皆川さんの藝術の積み重ねが感じられました。また、着物を着たであろう

人の思いや愛着を，一針一針込めた布絵によって、人生の魂を蘇えさせようとする

ことが感じられました。 

皆川さんは海外でも高い評価を得、チェコやオーストラリアその他数々の大使館

で展示や交流をしています。またメディアでもＮＨＫＴＶの出演や作品コラボなど

期待されます。                        富田 典子 

 


